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最近、大型化する台風によって、プラスチッ
クごみ、流木、ヨシ片などが大量に、吉野川河
口の干潟に流れつき、干潟の生物の生息を脅
かしています。 
吉野川干潟のクリーンアップは、環境省レッ
ドリストにおいて絶滅危惧Ⅱ類に指定され
ているシオマネキが群生するヨシ原に大量
に堆積したゴミを撤去して、干潟の生きもの
たちの安全な生息場所を守る活動です。 漂
着ゴミ（缶、ペットボトル、流木など）を清掃
して、貴重な河口干潟の環境を保全します。

四国三郎と称される大河川の吉野川は、長大な
河口域を擁し、大河川河口部に特有の軟泥の干
潟と塩生植物群落のヨシ原がセットになった
見事な景観を具えもっています。 海水から淡水
までの幅広い塩分濃度条件と潮間帯下部から
潮上帯の植生域までの幅広い地盤高条件が、多
種多様の生き物を育んできました。 多くの鳥類
が干潟やヨシ原を利用し、豊富な底生生物が住
みついています。 回遊性の魚類ウナギやアユに
とっては海域と淡水域との間の重要な中継地
ともなっています。 ヤマトシジミやスジアオノ
リといった汽水域固有の水産有用種も豊富で
す。 なかでもヨシ原周辺の泥干潟に生息するカ
ニ類のシオマネキは、吉野川河口域の生き物の
代表格です。全国的にみて各地で数を減らしつ
つあるこのカニが、ここでは驚くほどの数で生
息しています。 それは吉野川という大河川がそ
の河口域に長大なヨシ原と軟泥の広大な干潟
を作り上げた結果です。 全国的に各地で消失し
つつある強内湾系の河口域環境が、ここではま
だ十分残っているからでもあります。
　近年国内では水害が頻発し、吉野川でも大水
害に見舞われることが増えてきました。 河川の
増水により、陸域から大量の土砂や流木、ゴミ
などが河口域に流れ込み、そこに堆積すること
となりました。 河口域に拡がるヨシ原は、ちょ

シオマネキは、河口汽水域が健全である指標
生物と云われており、吉野川の元気バロメー
ターになっています。 特に住吉干潟は吉野
川河口で一番シオマネキが多いところです。
私たちと一緒に、水辺におりて、干潟の生き
ものたちの生息地を守るために、清掃や調査
に汗を流しながら、吉野川の風景や河口干潟
の豊かな生物多様性を体感してみませんか。
ひとの暮らしとゴミ、そして川や海の環境保
全を考える機会にしましょう。 
みんなの宝物・吉野川を
見守っていきましょう。

シオマネキの生息地を守ろう。
吉野川干潟のクリーンアップ！

うどこのような流下物が集積するところとな
りやすく、大洪水の後には必ずヨシ原は流下物
で覆われることとなります。 上流からの流下物
は、一方で動物の新たなすみ場所を提供すると
いう面をもっていますが、流下物がヨシ原・干
潟を広範囲に覆うようになると、ヨシ原の底土
やそこに造穴して生息する動物の生息を困難
にしてしまうのは当然のことです。 たとえばシ
オマネキでは、巣穴そのものは破壊されなくと
も、巣外活動ができなくなって、摂餌活動や繁
殖活動（雄雌間の配偶行動）が阻害されてしま
います。 実際吉野川以外のある河川の河口域に
おいて、このような大量の流下物がヨシ原を被
覆したことで、シオマネキの生息数が減少した
ことが知られています。 またヨシが広範囲にわ
たって流下物によって破壊されるとその影響
が波状的に広がり、ヨシ原そのものが消失する
こともあります。 これもまたある河川の河口域
で知られていることです。 このほかヨシの消失
はシオマネキのような底生生物のみならず、鳥
類や魚類などの利用場所をも奪うことにもな
ります。 このようなことから、ヨシ原に大量の
ゴミ・流木等が堆積した場合、これを除去する
ことは、河口域の生物多様性を守る上で極めて
重要なことだと言えるでしょう。

吉野川河口域のヨシ原の価値
和田恵次（奈良女子大学名誉教授）

CLEAN UP YOSHINO RIVER

1994年4月設立。 自然観察会をとおして身
近な自然を見直すための活動をしています。
吉野川河口干潟や汽水域の生物多様性の価
値、吉野川河口に続く小松海岸など砂浜や沿
岸域の保全の大切さを伝えるために、観察
会、専門家と連携しながらの市民調査『吉野
川しおまねき探検隊』、シオマネキ等干潟の
生物の生息環境を守るための清掃活動、こど
も園や学校へ動画上映など干潟の出前お話
会、環境学習の応援、『しおまねきコンサー
ト』や『しおまねき寄席』、展覧会、人形劇、エ
コツアー、干潟塾、フォーラムなどを開いて
きました。 
また、こどもたちや一人でも多くの人々に
川、海、ひとの暮らしのつながりや干潟の生
きものの魅力をわかりやすく伝え、多様なか
たちで楽しく一緒に活動する『吉野川ひがた
ファンクラブ』の呼びかけもしています。
自然豊かな吉野川河口を未来にひきつぐた
めに、吉野川河口のラムサール条約湿地登録
をめざしています。 

●吉野川ひがたファンクラブ

とくしま自然観察の会
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吉野川河口干潟の清掃活動を
手伝ってくれる「人」を募集中!!



次世代に伝えたい吉野川
吉野川河口の干潟は、四国の真ん中の森か
ら、人々の暮らす町を通り、様々な営みを支
え、194kmの道のりをゆっくりと流れてき
て海に出合うところです。 
河口から第十堰までの14.5kmにわたる汽
水域は、日本の河口本来の姿を残しており、
時には暴れることもありましたが、歴史的に
も流域の自然や人々の営みと共生してきた
風情豊かな川です。
吉野川の風景は徳島の人々にとって、ふるさ
との原風景です。 景色に癒される人、漁をす
る人、散歩する人、干潟の生物や渡り鳥にわ
くわくする人。 人を含めた吉野川の多様性
をそのまま次世代に伝えたいですね。

吉野川河口には、いろいろな干潟が点在しています。特に広大な河口干潟は貴重です。

ラムサール湿地を目指して
吉野川河口干潟は、1996年3月に「東アジ
ア・オーストラリア地域フライウェイネット
ワークにおけるシギ・チドリ類重要生息地
ネットワーク」に日本で最初に参加し、環境
省の重要湿地にも選定されています。 2010
年9月には、ラムサール条約の国際基準を満
たす湿地として、環境省による条約潜在候補
地になっています。
私たちは、湿地の賢明な利用（保全）を理念と
するラムサール条約湿地に登録して、国と自
治体と徳島のみんなと一緒に吉野川の環境
を守ることを目指しています。
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吉野川河口干潟へ行こう !! ※JR 徳島駅から車で約 10 分
※住吉ひがた河川敷には駐車スペースがあります。
※シオマネキなどの観察期間は 4月～10 月。
　昼間の干潮時刻の前後 2時間が見頃です。

青ガニ（シオマネキの稚ガニ）
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ハクセンシオマネキ
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シオマネキ・メス（左）、オス（右）
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煌めく干潟の生きものたち
吉野川は、海や川で暮らす生きものたちが、
卵を産んだり、子ども時代を過ごす「命のゆ
りかご」です。 そして河口の泥干潟は、川と
海と陸地の三つの環境が混ざりあってでき
た生物多様性の空間で、カニや貝、魚類がた
くさん暮らしています。 シオマネキ、ハクセ
ンシオマネキ、クシテガニ、トビハゼ、フトヘナ
タリなどです。 さらに干潟の生物を餌とす
るシギ・チドリ類、カモ類などの渡り鳥が季
節に合わせてやってきます。
干潟の生態系はダイナミックだけど、とても
デリケートでもあります。 
干潟の環境は、開発やゴミなど人の暮らしの
影響を受けやすい場所なので、そっと小さな
命を見守ることが大切ですね。

ズグロカモメ ヒロクチカノコ フトヘナタリ（左）、カワアイ（右）
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